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 新幹線栗東新駅工事で、工事中に列車を迂回（う

かい）させる仮線の工事費用を栗東市が起債（市の

借金）でまかなおうとしたことについて２５日、大

津地方裁判所は、「仮線工事費用を起債で負担する

ことは、地方債を限定的に許容した地方財政法に違

反する」とする判決を言い渡しました。 
 

欠
」
と
し
て
、
起
債
は
正

当
と
主
張
し
て
い
ま
し

た
。 し

か
し
、
判
決
で
は
、

「
仮
線
が
必
要
不
可
欠
か

ど
う
か
、
そ
の
工
法
の
経

済
的
合
理
性
、
安
全
性
な

ど
の
事
情
か
ら
判
断
す
べ

き
」「
財
源
に
地
方
債
を
あ

て
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
、
地
方
財
政
法
５
条
の

趣
旨
か
ら
市
に
は
裁
量
権

は
な
い
」
と
し
ま
し
た
。 

 

つ
ま
り
、
栗
東
新
駅
は

「
請
願
駅
」
と
し
て
、
栗

東
市
な
ど
周
辺
自
治
体
が

Ｊ
Ｒ
東
海
に
駅
舎
建
設
費

を
負
担
し
ま
す
。
し
か
し
、

地
方
財
政
法
で
は
、
起
債

（
借
金
）
で
、
こ
の
よ
う

な
負
担
す
る
こ
と
は
禁
じ

て
い
ま
す
。 

 

 
小
菅
六
雄
（
共
） 

野
並
享
子
（
共
） 

三
和
郁
子
（
無
） 

 

西
本
俊
吉
（
ネ
） 

本
田
章
弘
（
ネ
） 

鈴
木
市
朗
（
ネ
） 

川
口
東
洋
（
ネ
） 

矢
野
隆
行
（
公
） 

梶
山
幾
世
（
公
） 

内
田
聡
史
（
豊
） 

奥
村
治
男
（
豊
） 

藤
村
洋
二
（
豊
） 

田
中
良
隆
（
豊
） 

藤
下
茂
昭
（
豊
） 

中
島
一
雄
（
豊
） 

田
中
孝
嗣
（
豊
） 

中
田
幸
子
（
豊
） 

小
島 

 

進
（
豊
） 

原
田 

 

薫
（
豊
） 

田
中
榮
太
郎
（豊
） 

林 
 

 
 

克
（
豊
） 

河
野 

 

司
（
豊
） 

秦 
 

眞
治
（
豊
） 

荒
川
泰
宏
（
豊
） 

国民健康保条例の改正 
７０歳以上（現役並所得者）医療費を２割から３割負担に ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

使用料条例の改正 
幼稚園保育料値上げ。７万８００円から７３２００円に（年額） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成１７年度一般会計決算 
新幹線新駅推進や同和行政の推進予算 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成１７年度国保会計・介護保険会計決算 
国保税や介護保険料（県下で一番高い）を大幅に値上げ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

市議会議長会主催海外視察（ヨーロッパ＝議長が参加） ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、２２議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 
 

 
 

長 

共＝日本共産党議員団（２名）、豊＝豊政会（保守自民党で構成１５名）、ネ＝ネットワーク野洲（連合系・民主党、自民党などで構成５名）、公＝公明党（2 名）、無＝１名 

 

栗
東
新
駅
の
建
設
費
は

２
４
０
億
円
で
す
。
そ
の

全
額
を
「
請
願
駅
」
と
い

う
名
の
も
と
、
地
元
負
担

で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
推
進
に
、

野
洲
市
で
も
、
強
い
反
対

の
世
論
と
運
動
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
７
月
の
知

事
選
で
は
、「
限
り
な
く
中

止
に
近
い
凍
結
」
を
公
約

し
た
嘉
田
氏
が
当
選
。
こ

れ
に
続
く
、
今
回
の
「
起

債
は
違
法
」
の
判
決
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
推
進
が
、
い

か
に
県
民
・
市
民
無
視
の

事
業
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

 
栗
東
市
は
、
裁
判
で
「
新

幹
線
と
交
差
す
る
市
道
拡

幅
の
た
め
の
仮
線
が
不
可

 

９
月
定
例
市
議
会
で
、

日
本
共
産
党
野
洲
市
議
団

は
、「
知
事
選
で
の
市
民
が

示
し
た
、『
新
幹
線
新
駅
や

め
よ
。
野
洲
市
は
費
用
負

担
や
め
よ
』
の
民
意
に
沿

っ
て
、
野
洲
市
が
予
定
し

て
い
る
負
担
（
１
２
０
０

万
円
＝
今
年
度
分
・
総
額

２
億
６
９
０
０
万
円
）
を

市会議員 小菅六雄    

市会議員 野並享子   
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や
め
よ
」
を
要
求
し
ま
し

た
。 

 
 

し
か
し
、
市
長
は
、「
負

担
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
協
定
４
者
が
同
意
し

な
い
こ
と
に
は
不
可
能

で
あ
る
」
と
し
て
、
負
担

を
行
う
意
向
を
表
明
し

ま
し
た
。 


